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甲状腺腫癌への Ga-67集積 :悪性 リンパ腫
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要 旨

甲状腺悪性 リンパ腫の 1症例を示す｡本症例では

Ga-67シンチグラム上,額部,前上縦隔の腫癌に

一致する強い集積が認められたが,外科的切除と化

学療法の併用により著明な腫癌の縮小を見た｡Ga-

67による腫癌の診断,治療の経過観察における意

義を検討した｡

はじめに

Ga-67は腹痛シンチグラフィとしてしば しば用

いられているが,甲状腺への応用については目的も

限定されている｡甲状腺腫癌を疑って本シンチグラ

フィを施行 し,診断,治療経過の観察に有用であっ

た 1症例を示す｡

症 例

Y.T.68歳男.1985年 7月初めころより頚部の

腫脹に気づ き,8月7日,加賀中央病院外科を受診

した｡初診時,甲状腺から右預部にかけて腫大が見

られ,喉頭の左方への偏位 と右上肢の浮腫が認めら

れた｡

血液検査所見 :赤血球 448万,白血球 5500,血色

素 15.1g/dJ,TSH19.7,T30.94,T43.1, 抗

サイログロブリン抗体 12800,抗マイクロゾーム

抗体 25600｡

吸引細胞診 :ClassIV,組織型を推定できないが

adenocarcinomaを疑 う｡

画像診断 :Tc-99m pertechnetateによる RIアン

Fig.1 Radionuclideangiography(3sec/frame)andthyroids

cintigramusingTc-99mpertech-netate.Compressionofsuperiorvenacavacausedvenousregurgit

ation and collateralcirculations.NouptakewasobseⅣedintherightlobe.AccumulationofGa-67tothyroid
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Fig.2 Thallium-201thyroidscintigraphy.Ac-

cumulationofTト201intherightneckandsu

perioranteriormediastinumwasshown.Fig.3 (A)Gallium-67scintigraphy.Gag-67wa

ssignificantly accumulated in thyroid,

rightneck anduppermediastinum.(B)Gallium

scintigraphy after surgicalresection

andchemotherapy.AccumulationofGa-67
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ジオグラフィお よび甲状腺 シンチグラフィ (Fig.

1):右肘静脈よりボーラス注入 したが,上大静脈で

の圧排により頚部への逆流 と側副路の形成 を認め

る｡甲状腺イメージは右葉の欠損を示す｡

Tト201シンチグラフィ (Fig.2):甲状腺から右頚

部,上前縦隔にかけて中等度の T1-201集積が認め

られる｡

Ga-67シンチグラフィ (Fig.3):上記 と同様の範

囲に強い塊上の Ga-67集積が認められる｡

超音波検査 (Fig.4):甲状腺右葉から上前縦隔に

至る腫癌があり,内部エコーは低めで不均一だが石

灰化はない.腫癌は内頚動脈を巻 き込んでいる.

X線 CT (Fig.4):同様の範囲に腫癌を認める｡

手術結果 :臨床的に未分化癌または悪性 リンパ種が

疑われ,9月 3日,外科的切除が行われた｡腫癌は

額部全体 を占め,気管を左方-圧排,食道,右鎖骨

下静脈へ侵潤を認める｡前縦隔に深 く進展 している

ため,全腫癌の摘除は不能 と判断された｡

病 理 組 織 診 断 :非 ホ ジ キ ン リンパ 腫,diffuse

lymphomamedium-celltype.

術後経過 と治療 :手術後一時的に全身状態の悪化が

見られたが,化学療法 (ACOP5回)の併用により

著明な腫癌縮小,症状の改善が得 られた｡続いて放

射線療法が施行 され,現在外来で経過観察中であ

る｡化学療法終 了時の Ga-67シンチグラフィを

Fig.3(B)に示す｡

考 案

悪性 リンパ腫は慢性甲状腺炎 としばしば合併する

ことが知 られている｡Ga-67シンチグラフィは甲

状腺腫虜の鑑別診断法 として用いられるが,以下の

疾患においても Ga-67の集積がみられる,1)未分

化癌,2)悪性 リンパ腫,3)慢性甲状腺炎,4)亜急

性甲状腺炎,5)急性 甲状腺炎｡臨床的には 1),2)

の鑑別が問題 となることが多く,特に強い異常集積

が認められるときにはこの両者のいずれかの可能性

が高いが,一方集積が低いからといってこれらの疾

患を否定はで きないので注意が必要である｡また

1)と2)はGa-67のみでは鑑別は困難である｡Ga-

67シンチグラフィのその他の意義 としては,その

病期の決定 (staging),および経過観察における進

展状況,再発の有無の評価が重要である｡
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